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金・銀・白金部品
製造販売・展覧会用
特別研磨
（どのような変型石でも研磨可）

特殊研磨・石合わせ在庫豊富

株 式
会 社

　2月14日に、ジュエリー議
員連盟（野田聖子会長）の総
会が、衆議院議員会館で開
催され、始動した。
　辻清人事務局次長の司会
で始まり、最初に、議員連盟
の設立発起人として活躍し
た故・宮川典子氏に対し全員
で黙祷を捧げた。
　野田会長は、まず「宮川さ
んは、山梨県選出の国会議
員として産地を守りたい、日
本のジュエリーを守りたいと
ジュエリー議員連盟を立ち
上げた。内容に関しては全部私が頑張
るからと言い、会長を気楽に受けてし
まいました。議員連盟の“エンジン”で
ある宮川さんを喪い、開店休業の体た
らくとなり、関係者の皆様には深くお詫
び申し上げます」と陳謝し、そして「宮川
さんの遺志をしっかり受け継ぎ、喜ん
でもらえるような日本のために、改めて
総会を開いた次第です」と説明した。
　続けて、「様々な議員連盟の中で、和
装の事務局長を20数年務め実感した
ことは、日本の民族衣裳ですら、有権者
の人たちからは華美だ、贅沢だと言わ
れると、沢山の泣き言を聞いてきた。私
が国会議員になった27年前は、女性
のいらない職場だから女性を捨てなさ
いなどと言われた時代だった。しかし
時代が変わり始め、今日は若い女性の

仲間も沢山来て
いる。きちんと仕
事をすることが大
事だと有権者の
方にもご理解頂
ける時代を迎え
ていると思いま
す。国会議員とし
て、親しくしてこな

ければならなかったジュエリーに情熱
を持って従事する人たちとの出会い
を、宮川氏が作ってくれた。有権者のお
言葉には真摯に拝聴するけれども、多
少の批判があっても、しっかり取り組ん
でいかなければならない仕事として、宮
川さんが遺してくれたと思う。意識を高
く持って、ここにいる仲間たちと、日本の
ジュエリーのために頑張っていくとの
約束を申し上げたいと思います」と力
説した。
　更に、「辻事務局次長は、協会と親し
く詳しいということで、堀内さんも宮川
と同じ山梨選出の国会議員であり、こ
の若いふたりを当てにして、しっかりと
大切な仕事だと、ロジックを持って取り
組んでいけたらと思う。偏見もあるだろ
うが、日本のジュエリーの素晴らしさで

人生を謳歌してもらえ
るような新しい日本を
作っていけたらと思
う」と述べた。
　日本ジュエリー協会会長の小山藤
太氏は、山梨県水晶宝飾協同組合、日
本真珠振興会、ジュエリーデザイン協
会、宝石鑑別団体協議会を紹介してか
ら、宝飾業界の概要、課題が説明され
た。そして最後に、国内経済の低迷から
海外の売上、特に中国市場に依存度
の高い企業が資金繰りに苦しんでいる
実情から政府としての資金への支援、
人材の育成面では、ものづくりへの興
味を失っている実情に対し、参加費な
どへの助成、若年技術者への奨学金
制度、ジュエリーメーカーが集まる山
梨県との意見交換の実施、既に内閣
総理大臣賞などで支援を得ているデ
ザインアワードに対し、アートの側面か
ら文化庁などからの後援により、さらに
価値あるデザインで一層の収益源を確
保することなどを要請した。
　議事として、役員人事等選出および
規約の改訂が示され、全員異議なく承
認された。
　その後は、アコヤ貝の貝むき体験を

集まった議員連盟の役員に提供し、懇
親を深めた。
役員＝▼特別顧問＝安倍晋三、河野
太郎。▼顧問＝麻生太郎、伊吹文明、
山東昭子。▼会長＝野田聖子。▼副会
長＝浜田靖一、山本公一、塩崎恭久、
高市早苗、原田義昭、宮腰光寛、小渕
優子、土屋品子、上川陽子。▼幹事長
＝丸川珠代。▼幹事長代理＝三原
じゅん子。▼副幹事長＝奥野信亮。▼
幹事＝あべ俊子、稲田朋美、永岡桂
子、盛山正仁、亀岡偉民、とかしきなお
み、小泉進次郎、堀内詔子。▼事務局
長＝辻清人。▼事務局次長＝山田美
樹、滝波宏文。［敬称略］

　アルファーミ
ラージュ㈱が、最先端の技術で世界で
もトップクラスの分析機器・計測機器
などを開発・製造する日本を代表する
メーカーである㈱島津製作所と共同
で、貴金属製品&宝石測定が簡単に
測定できる「エネルギー分散型蛍光X
線分析装置」の販売を開始した。
　特徴は次の2つの事が1台の装置で
出来る事である。
① 「貴金属製品の種類、含有量がわ
かる。
② 合成石、天然石、さらに色石の産地
判別要素として利用可能な「宝石の元
素の種類、含有量」がわかる。

　高性能・高機能でありながら、コスト
パフォーマンスに優れ、しかも小型で
卓上設置が可能であり置く場所に困ら
ないと注目されている。
　①については、測定室にサンプルを
置きスタートボタンを押すだけの簡単
測定。それにも関わらず金・プラチナの

他、パラジ
ウムやイリ
ジウム等ほ
とんどすべ
ての幅広い
元 素 の 高
感 度 分 析
が可能で測
定時間もわ
ず か 数 十
秒である。
またわかり
やすい簡単
なソフトに
なっており、
誰でも簡単
に測定でき
る。

　②については、オプションの真空ポ
ンプを取り付ける事により、軽元素を
測定できるようになり、宝石の測定に
利用できるようになる。この事により、
宝石種の同定、合成・天然の判別、産
地の特定などの判断要素として利用で
きる。
　例えば、ルビーの合成石では微量の
Ga（ガリウム）は一般的に含有されず、
天然石（タンザニア産）と比べ、Cr（クロ
ム）を多く含む傾向がある。
　エメラルドは透明度が高い程価値
が高く、ザンビア産よりはコロンビア産
の方が一般的に価値は高いとされる。
ザンビア産はCr（クロム）、Fe（鉄）の含
有量が高く、V（バナジウム）は低い特
徴がある。またザンビア産には軽元素
のNa（ナトリウム）、Mg（マグネシウ
ム）、K（カリウム）などが多く含まれ、コ
ロンビア産と識別できる指標になる。
▼問い合わせ＝アルファーミラージュ
大阪本社（06-6924-2631）、東京営
業所（03-3835-1853）まで。

　東京金銀器工業協同組合・東京
銀器伝統工芸士会による「令和2
年新年会」が、東京・台東区のオー
ラムで1月に開催され、約40人が参
集した。
　最初に東京銀器の森將理事長が
「昨年は、第13回金銀創作展を開催。
業界の活性化には続けることが大事な
ので、来年の創作展に向けて準備をし
ていきたい」と新年の抱負を述べた。
　続いて、伝統工芸士会の石黒昭雄
会長が「伝統工芸士は、一時期に比べ
半減し、なかなか育っていかない状
況。認定工芸士の試験の予備校的な
ものが欲しいとの要望もあり、挑戦して
いきたいと思う」と挨拶した。
　この後、伝統的工芸品産業振興協
会の秋葉和生専務理事、東京都中小
企業団体中央会の木下博文振興課主

幹、日本貴金属文化工芸協同組合の
小原雄司理事長が来賓挨拶を行い、
来賓紹介、表彰者並びに受賞者紹介
が行われ、㈱大淵銀器の大淵武則会
長の乾杯の発声で開宴した。
　宴半ばに、遅れていた服部征夫台
東区長が到着し「今年は、オリンピック
の年で、みなさんの技術を世界にア
ピールする絶好のチャンスです。ぜひ頑
張ってください」と挨拶を行った。
　さらに全員に景品の当たるビンゴ
ゲームも行われ、大いに賑わった。
　東京銀器の泉健一郎専務理事の中
締めに続き、星谷悦雄副理事長の閉
会の辞で閉宴となった。
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　タイ唯一の国立の鑑別機関である
「タイ国立宝石研究所（GIT：The 
Gem and Jewelry Institute of Thai
land）」による新しいルビーブランド
『Rabitt’s eye（ラビッツアイ）』が誕生
し、世界に先駆けて、1月のIJT会場で
発表され話題となった。
　ルビーといえばPigeon Blood（ピ
ジョンブラッド）が有名だが、ラビッツア
イはこれに次ぐルビーの新しいプレミ

アブランドを目指す。
　ラビッツアイは、名前の
通りウサギの目のような
色で、ピジョンブラッドが
時として色が少し暗すぎ

るのに対して綺麗な明るいピンク色と
なる。
　特に日本人には似合う色合いとなっ
ていて、GITではこれを今後ブランディ
ング化していく方向で進めている。
　また、宝石の産地であり集積地とし
て有名なタイのチャンタブリー県のシ
ンボルがウサギであり、その意味でもラ
ビッツアイは宝石産地ブランドとして期
待されている。

業界の活性化に
創作展の継続が大事
銀器組合の新年会

野田会長が、日本のジュエリーのために
頑張っていくことを約束

IJT2020のセミナーで初めて持ち込まれたラビッツアイ

ジュエリー議員連盟が始動

　フランスのハイジュエリーメゾ
ン「ヴァンクリーフ&アーペル」
は、宝石商の娘であった若い女性エス
テル・アーぺル氏と、ダイヤモンド商か
つ宝石細工職人の家に生ま
れたアルフレッド・ヴァンク
リーフ氏が出会い、結婚した
ことで誕生したのをご存知だ
ろうか。
　メゾンの創業そのものがラ
ブストーリーであり、クリエイ

ションには常にそこからイン
スピレーションを受け続け
ている。
　また、メゾンはマンドール
（黄金の手）と呼ばれる熟練
の職人たちの技術を、かけ
がえのない愛の証となる作
品に注ぎ込んできた。
 大切な人への愛が、街にあ
ふれる季節を、ヴァンクリー
フ＆アーペルは称えている。
　鮮やかな色彩を放つカー
ネリアンが際立つ“ペルレ

クルール”は、二人の熱い情熱を映し
出すかのような表情が印象的だ。

　「今までピジョンブラッド以外
はノンブランドのルビーとして
いっしょくたに売られてきました
が、一定の品質以上のものをラ
ビッツアイとしてブランディング化
することで、付加価値が生まれ、
ルビーを取り扱う企業に利益を
もたらすことが出来ると思います」
とセミナーで講師を務めたGITの
D e p u t y D i r e c t o rである
Sumate Prasongpongchai氏
が説明した。
　IJTの会期3日目に開催された
GITによるセミナーでは、このラ
ビッツアイの発表以外にも、マス
ターストーンを基にピジョンブ
ラッド、ロイヤルブルーなどの鑑
定基準の明確化、その方法や信頼性
についての話や、昨年初めて開催され
た産地展示会「第一回チャンタブリ
ジェム&ジュエリーフェスティバル：
International chanthaburi gem & 
Jewelry Festival」の開催目的や開
催結果についても報告された。

　GITでは鑑別、研究、教育事業の3
本の柱で事業を実施。商務省、消費者
庁、警察庁なども協力して宝石の信頼
性を保障する動きをサポートしている。
　また、同じく国家鑑別機関である中
国のNGTC、インドのGIIとも協力して
グローバル基準作りを推進している。

日本人が好む新たなルビーブランド
「ラビッツアイ （Rabitt’s eye）」誕生
タイ唯一の国立鑑別機関GITが推進
中国・インドと協力しグローバル基準作りも
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タイ国立宝石研究所
（GIT：The Gem and Jewelry Institute of Thailand）　
Deputy Director Sumate Prasongpongchai 氏：

自然科学理論による
より正確な
エンハンスメント鑑別書

宝石学学術協議会会員（AGK）

日本宝石科学協会
〒110-0005東京都台東区上野5-22-1井上ビル4F
TEL:03-3836-2507 FAX:03-3836-2689
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